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論文内容要旨（甲）
論文題名： Distributionof pituitary adenylate cyclase-activating 
polypeptide (PACAP) in the human testis and in testicular germ cell 
tumors. 
（ヒト精巣及び精巣腔細胞腫蕩における PACAPの分布）
掲載雑誌名： Andrologia 2013年掲載予定
生理系解剖学（顕微解剖学分野）専攻 中村圭輔
内容要旨：
【背景】下垂体アデニル酸シクラーゼ活性化ポリペプチド（PACAP）は
羊の視床下部から単離、同定された 27または 38アミノ酸残基からなる
神経ペプチドで中枢神経系及び諸臓器において発現している。蓄歯類にお
いては精巣に高発現することが明らかにされており、またPACAPおよび
その受容体はヒトの様々な癌種において発現することが過去に報告され
ている。しかしながらこれまでにヒト精巣と精巣腫蕩（腔細胞腫湯）にお
ける PACAP発現の報告はされていない。そこで本研究ではヒト精巣にお
ける PACAPおよび3種のPACAP受容体（PAClR,VPAClR, VPAC2R) 
の発現を RT-PCR法により評価し、さらにヒト正常精巣と精巣腫療にお
ける PACAPの分布・局在を免疫組織学的手法によりしらべた。
【対象】研究対象は関東中央病院泌尿器科にて直近5年間で診断ないしは
治療目的で精巣生検、高位精巣摘除を行った 22症例である。そのうち正
常精巣1例、精巣腫療はセミノーマ 5例と胎児性癌3例を今回の対象とし
た。本研究は同病院の倫理委員会で十分に検討し承認を得た上で研究を行
った。
【方法】病理組織診断用に作製されたパラフィンブロックを用いて研究用
切片を作成し、 PACAP抗体を用いて免疫染色を行った。 PCRによる遺伝
子発現は市販のヒト精巣RNAを用いて行った。
［結果】 RT-PCR法により正常ヒト精巣において PACAPおよび、 3種の
PA CAP受容体の mRNAの発現が確認された。免疫染色により PACAP 
免疫陽性反応は正常精巣の精細管基底膜近傍の精祖細胞と未熟精子細胞
に観察された。しかし成熟精子ではPACAP免疫陽性反応が認められなか
ったことから、精子形成過程において発現したPACAPが精子形成後に消
失する可能性が示唆された。精巣腫蕩においてはセミノーマでは腫湯細胞
の核や細胞質に強い PACAP免疫陽性反応が観察されたのに対し、胎児性
癌では弱い陽性反応のみが認められた。
【結語】 PACAPは、ヒト精巣において精子発生過程の初期の細胞に発現
しており、精巣腫蕩の中では特にセミノーマにおいて強く発現しているこ
とが示された。 PACAPが今後、男性不妊の治療手段のーっとなる可能性
のあることや精巣腫療においてPACAPの発現の差を評価することが病理
組織診断の一助になる可能性が考えられる。
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